














 

 Down 症候群は染色体異常のなかでもっとも頻度の高いものであり,特徴的臨

床所見から医療,教育者などによっても容易に推定される。したがって,精神遅

滞児のなかで原因の判明しているもののなかではもっとも多く見出される疾患

である。母体年令との関係が深いことを除くと発生の原因は不明であり,社会階

層その他の影響は証明されていない。 


